
うだる様な暑さがまだ記憶に新しい今日この頃、

　　　　　　　　　　　　　　　山が赤く染まり心と体が癒される季節になりましたね。　　　

シシﾘムカ・イオル文化大学　第９回講座のお知らせ

■ 第１部 14:00～14:50

　 ◇アイヌ文化振興に向けた取り組みの中からのレポート

　  ①アイヌ語地名と自然環境の結びつき

　   －「北海道遺産」活用に向けたウタリ協会の活動より－

　   ②イヨマンテに学びながらの文化継承・人材育成の試み

　　－アイヌ文化振興クラスター基盤強化事業より－

■ 第２部 「沙流川歴史館講座」15:00～16:30

　　◇「ヒグマとエゾシカ－DNAによる系統・そして人との関わり－」

　　●講師　増田隆一氏　北海道大学先端科学技術共同研究センター助教授

★第8回アイヌ文化環境保全対策調査委員会の会議を同日（23日）午前9時45分開会です。

　

　 ～イヨマンテ（熊送り）とは～

　「イヨマンテ」は、狩猟を主な生業としていたアイヌの人々にとって、もっとも重要であ

り生活に根ざした儀式でした。一見残酷とも見える熊送りは次のような信仰から生まれたも

ので、アイヌ民族の信仰、世界観というものがもっとも純粋な形で伝えられていると考えら

れています。

　アイヌ民族の伝統的な自然信仰では「森羅万象には生物無生物を問わずそれぞれ特有の霊

があり、その霊は不死である」と考えられており、それらの霊を“カムイ（神）”と呼んで

いました。狩猟と密接な関係にあるカムイのうちのひとつに熊があげられます。熊は山の幸

であり、一番強い物として敬われ、アイヌ語で“キムンカムイ（山の神）”として最高の尊

敬が払われます。それぞれの神は人の世に姿をあらわすとき、特有の仮装をしてやって来ます。

キムンカムイは毛皮の仮装をして熊の姿となってアイヌの国を訪れると考えられていたのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　アイヌの人々は冬山で穴熊を捕ったとき、子熊がいる

　　　　　　　　　　　　　　　　と連れて帰り育てました。子熊が一～ニ歳になり独り立

　　　　　　　　　　　　　　　　ちをしてカムイモシリ（神の国）へ帰ることができるよ

　　　　　　　　　　　　　　　　うになると、熊の毛皮・肉・薬などを神からの贈り物と

　　　　　　　　　　　　　　　　していただき、お礼として神の喜ばれるたくさんのイナ

　　　　　　　　　　　　　　　　ウ（木弊）を用意し、トノト（酒）やたくさんのお土産

　　　　　　　　　　　　　　　　を持たせて、熊を神の国へ送り返します。そうして、神

　　　　　　　　　　　　　　　　の恵みがこれからもありますようにと祈ったのでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　この霊を送る儀式が「カムイオマンテ」又は「イヨマ

　　　　　　　　　　　　　　　　ンテ」と呼ばれる熊送りの儀式です。

10月23日（土）

　午後2時より

会場：沙流川歴史館

☆「ランコ」＝アイヌ語でカツラの木のこと

ランコ
mo
nthly
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最近の調査室

シシリムカ・イオル文化大学　第10回講座のお知らせ

第１０回１２月１８日（土）

○ミティゲーション（環境保全対策）とは

○アイヌ文化環境保全対策調査の意義をグローバルな視点で考える

★第１１回まで予定しています。詳細は随時お知らせします。

ヒグマのいろいろ

ヒグマのフン

ヒグマの前足ヒグマの後足

調査室では平取ダム予定地付近に

“住んでいた、山菜を採った、働いていた、クマの痕跡を見た”

と言う方からの聞き取り調査をしています。

話をしてくれる方、何か情報を教えてくれる方を募集しています。

まだまだ沢山の情報を集めたいと思いますので

皆様のご協力をお願い致します。

～調査室よりお願い～

　現在調査室では、ヒグマの足跡・食べた跡・フンの痕

跡を地図に落とす作業をしています。先日、ダム予定地

である額平川流域を調査に行った時、前足幅約16センチ

の大きなヒグマの足跡を発見しました。推定300キロあ

るオスの熊と思われます。（体重、オス、メスの区別は

足の幅で見分けるそうです。）

　秋、ヒグマは食べ物を求めて移動します。コクワやヤマブドウやドングリが大好物です。

木の実がたくさんある山には、ヒグマがいることが多いです。食べ物を求めて100キロ移

動した話もあります。今の季節、キノコ採りなどで山へ行く方も多いと思いますが、もし

もばったりヒグマに出会ってしまったら、慌てず騒がずじっとしているのが一番です。絶

対背中を見せてはいけません！ヒグマは背中を見せて逃げる物を敵だと思い、攻撃してき

ます。ヒグマは時速約60キロで走ると言われています。どんなに人間が速く走っても追い

つかれてしまいます。万が一のために笛やラジオなどで、自分の居場所を教えるつもりで

大きく鳴らして下さい。

　そしてゴミは必ず持ち帰りましょう！！
　人間が食べ残したゴミを放置したまま帰ると、ヒグマが食べてしまう恐れがあります。

その臭いや味を覚えたヒグマは、同じ食べ物を求め人里へ降りてきたり、場合によっては

危害をくわえてしまうかもしれません。ヒグマと人間が仲良くしていくためにも、守って

下さいね。　

　クマの足幅と体の大きさ

10㎝以下・・・当歳

11～12㎝・・2,3歳　満年齢

14㎝以下・・・メス　200㎏

　↓

15㎝・・・・・オス

17㎝以上・・・オス　300㎏

16㎝


